強いトレーニングにおける自律神経の変動とNK細胞機能の関係について by 鈴井,正敏
4　個人研究　1種実施報告 47
強いトレーニングにおける自律神経の変動と
　　　　NK細胞機能の関係について
Relationship　between　autonomic　nerve　activity　and
NK　cell　during　intensive　training
鈴井　正敏
Suzui　Masatoshi
【目的】　安静時の免疫細胞濃度には自律神経が関与し
ていると考えられており、好中球濃度が交感神経の活
性度を、リンパ球濃度が副交感神経活動を反映してい
る。一方、交感神経および迷走神経の活動性は心拍動
の間隔（R－R）を分析することで評価できることが知
られている（心拍変動解析、HRV）。本研究では
HRVおよびカテコールアミン濃度を利用して、自律
神経の変動とNK細胞機能の動態に関連性があるか、
さらに、その関係におよぼす強いトレーニングの影響
を検討した。
【方法】被検者は大学スポーッ選手8名とし、1ヶ月
間の強化合宿を対象トレーニングとした。心拍数の測
定と採血はトレーニング前（PRE）、トレーニング中
（DURING）、トレーニング終了時（END）、トレーニ
ング後（POST）の早朝、朝食なしの状態で行った。
心拍数の測定はポラール社製心拍計（Vantage　NV）
を用いてR－R間隔で記録し、HRV　Analysis　Software，
Ver．1．1（University　of　Kuopio，　Finland）を利用して
変動解析を行った。心拍変動（HRV）は高周波成分
（HF）と低周波成分（LF）に分解し、　HFを副交感神
経、LFを交感神経と副交感神経の両方の活動指標と
し、LF／HFを交感神経の指標とした。採血は心拍数
の測定後、仰臥位安静の状態で行った。血液の測定項
目・は、白血球分画、リンパ球分画、NK細胞数、　NK
細胞分画、NK細胞傷害活性、血漿カテコールアミン
濃度とした。免疫関係の測定項目はすべて順天堂大学
医学部免疫学教室で行った。統計分析はStatView－J5．0
（Abacus，　CA，　USA）を利用し、経時的な変化はone－
factor　ANOVAで、各タイムポイントにおける2要
因の関係は相関分析によって行った。統計的な有意は
p＜0．05とした。
【結果】経時的な変化では、交感神経の指標である
LF／HF、副交感神経の指標であるHFともに実験期
問を通して有意な変化はみられなかった。アドレナリ
ン、ノルアドレナリン濃度、好中球、総リンパ球濃度
にも有意な変化はみられなかった。リンパ球分画にお
いてもT細胞、CD8　T細胞、　CD56dimNK細胞濃度に
は変化はみられなかった。唯一、CD56b・ightNK細胞が
ENDに有意に増加した。また、これに伴って総傷害
活性、細胞あたりの傷害活性が低下を示した。2要因
の関係では以下の結果が示された。好中球濃度がLF／
HFとPRE（r＝O．840，　p＝0．009）DURING（r＝0．804，
pニ0．016）において有意な正の相関を、HFと
DURINGにおいて負の相関（r＝0873，　p＝0．005）を示
した。総リンパ球濃度はLF／HFとPREにおいて正
の相関（r＝0．722，pニ0．043）を示した。リンパ球の分
画ではCD4　T細胞がHFとPOSTにおいて正の相関
（r＝0，751，p＝＝O．032）を、　CD8　T細胞がLF／HFとPRE
において正の相関（r＝O．882，p＝O．003）を示した。　NK
細胞濃度とHRVの関係にはCD56dim細胞もCD56b・ight
細胞も有意な相関を示す自律神経指標とタイムポイン
トはなかった。しかし、CD56dimNK細胞濃度はアド
レナリン濃度とPREにおいて正の相関（r＝O．824，
p　・O．012）を示し、CD56b・ightNK細胞はDURINGにお
いて同じくアドレナリン濃度と有意な正相関（r＝O．807，
p＝O．016）を示した。アドレナリン濃度はほかにも
PREにおいて総リンパ球濃度（r＝O．787，　p＝0．021）と
CD4　T細胞（r＝O．813，　p＝0．014）で正の相関を示した。
一方、ノルァドレナリン濃度との関係では有意な関係
は見られなかった。また、NK細胞の傷害活性との関
係ではDURINGにおいて総活性とノルアドレナリン
濃度の聞に正の相関（r＝0．745，p＝0．034）が見られた
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のみで、ほかには有意な関係は示されなかった。
【結論】統計的に有意な関係はおもに交感神経指標と
の関係で見られ、副交感神経の影響は強くないことが
示された。また、これらの関係はPREとDURINGで
見られ、ENDでは見られなくなった。このことから、
強いトレーニングが細胞分布と自律神経の関係に影響
する可能性が示された。ただし、HRV指標単独の変
化は有意ではなく、HRVが簡便に、そして、非観血
的に免疫指標の変化を推測したり、オーバートレーニ
ングを測る指標となったりすることはないことが明ら
かとなった。
